
－ 103  － 

 

 
水につかった小屋（印西

いんざい

市立印旛歴史民俗資料
れきしみんぞくしりょう

館） 

今の印旛沼
 

の写真を見て，気づいた

ことを話し合
 

いました。 

北印旛沼 

西印旛沼 

成田
な り た

スカイアクセス（北総
ほくそう

線） 

京成
けいせい

線 

←市川 

成田→ 

 昔の人たちは，大変
へん

だったん
だな。どうやって，今のよう
になってきたのかな？ 

 昔の印旛沼
 

は大雨になると，利根川の水が

逆 流
ぎゃくりゅう

して，沼の水があふれてこう水になり

ました。そのため“あばれ沼
 

”とよばれ，死

んだ人もいたそうです。はやくみんなが安心
  

してくらせるようにした
  

かったそうです。 

（2）印旛沼
い ん ば ぬ ま

の開
か い

たく 

西印旛沼のようす 北印旛沼のようす 

〈写真：印旛沼流 域
りゅういき

水循 環
じゅんかん

健全
けんぜん

化会議
かいぎ

HPより〉 

（新川） 

花見川
 

 

鹿島
か し ま

川 

印旛沼 

長門
な が と

川 

利根
と ね

川 

平戸
 

村 

昔の印旛沼
 

のようす（ふだん） 

こう水になると 

平戸村 
印旛沼 

長門川 
利根川 

花見川 

鹿島川 

 田んぼがきれいに整び 
されてならんでいるね。 

 

平戸川
 

 
平戸川 

水の流れ 
 

（新川） 

 今の印旛沼
 

は，きちんと整
 

びされていま

す。昔
 

のようすはどうだったのでしょう。 

 小屋が沼
 

の水でしずんでいるよ。 

市川市 

印旛沼 
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染谷源右衛門 
(八千代市 

商工会議所作成
せい

) 

名主(なぬし) 

 江戸
 

時代，村を

たん当
 

した村のせ

きにん者
 

（村長
 

の

ような立場
 

） 

弁天橋近く 

ほりわり 
 地面をほって水を通
した所↓ 

 

染谷源右衛門の考えた方法
ほう

 ２つの川を１つにする考え 

～平戸川
 

と花見川を結
むす

んで，江戸（東京）湾
わん

に流す工事～ 

印旛沼 

利根川 
長門川 川の高さを変え

て，２つの川を
つなげる方法 

平戸川 

工事で流れを変
か

える 

土地の高いところ 

花見川 

平戸川 印旛沼 こう水 利根川 

江戸（東京）湾 

 幕府
 

からお金を出してもらい，足りない分は 

自分たちのお金を出して印旛沼
 

の開たくに取り 

組みました。しかし，当時
 

の工事は機械
き か い

もなく， 

すべて人の力
 

にたよっていました。 

 印旛沼
 

のまわりの土はやわらかく，ほりわり  

工事
 

をするとすぐにくずれてしまったそうです。 

幕府(ばくふ) 

 武士
ぶ し

を中心とし

た政治
せ い じ

のしくみ 

“あばれ沼
 

”とよばれた印旛沼を，昔の人々はどのよ

うにして，開たくしてきたのでしょう
 

。 

   江戸
え ど

時代，平戸村(今の八千代
や ち よ

市)の

名主で，染谷源
そ め や げ ん

右
え

衛門
も ん

という人がこう

水をふせぐ方法
ほう

を考えました。 

花見川 

 どのようにして工事を進めたのかな？ 

（新川） 

（新川） 

 

土地の高いところ 
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使われた道具 働
はたら

いている人のようす「続保定記
ぞ く ほ て い き

」 

印旛沼
い ん ば ぬ ま

の方向（北東） 
平戸川（新川） の工事のようす ／ 資料

しりょう

：個人
こ じ ん

所蔵
しょぞう

 

  ３ つ の 絵
を 見 て，当
時 の 工 事 の
よ う す は ど
う だ っ た の
か 考 え て み
ましょう。 

やがて働く人にはらうお金がなくなり，今度は源
げ ん

右
え

衛門
も ん

自身の田や畑を売りながら工事
 

を進めました。 

 しかし，とうとうお金がなくなってしまい，工事
 

を中

止にしなくてはいけなくなり
 

ました。 

ほりわりが見えるね。  
 たくさんの人が働

 

いているね。 
 

 

  花見川
 

の方向 

江戸
え ど

（東京）湾
わん

 

（
南
西
） 

箕 

俵 
けんなわ 

くわ 

すき 
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印旛沼の開たく年表 

年代 ことがら 年代 ことがら 
１６２１年 

（元和
げ ん な

７年） 利根
と ね

川などの流れを変
か

える。 
１８９０年 

(明治
め い じ

23年) 
明治の前半の最大のこう水が起
きる。 

１７２４年 

(享 保
きょうほう

9年) 
平戸村(今の八千代

や ち よ

市)の染谷
そ め や

源右衛門
 

が工事を行った。 

１８９８年 
(明治31年) 

千葉県知事が県営
えい

事業として，
工事を計画する。 

１７２６年 

(享保
 

1１年) 
染谷源右衛門のお金がなくな
り工事が中止になった。 

１９４６年 
(昭和21年) 

染谷源右衛門の考えをもとに，

国(農林 省
しょう

)が国営事業として工

事をはじめる（機械
き か い

を使う） 
１７８３年 

(天明
 

３年) 

染谷源右衛門の考えをもと

に，幕府
ば く ふ

の田沼
たぬま

意
おき

次
つぐ

が工事を

したが中
 

止になった。 

１８１２年 
(文化９年) 

江戸時代の後半で最
さい

大のはん
らんが起きる。 

１９６９年 
(昭和44年) 

印旛沼の工事が完成
かんせい

する 

※染谷源右衛門の苦労
く ろ う

が２４０
年後に実った。 

１８４３年 

(天保
てんぽう

14年) 

幕府の水野忠邦
ただくに

が５つの藩
はん

に
命じて工事をしたが中止に
なった。 

八千代市立きょう土博
はく

物館の人の話 

 染谷源右衛門は，千葉県の誇
ほこ

るきょう土の偉人
い じ ん

です。こう水を防
ふせ

ぐために，花

見川と 旧
きゅう

平戸川（新川）の２つの川を１つにするアイデアを考えた人と言われて

います。現在
げんざい

の印旛沼の 姿
すがた

は，源右衛門の考えが生かされており，源右衛門は，

“印旛沼開削
かいさく

の祖
そ

”とも言える人で，地元の人からも親しまれています。 

 いろいろな人々が，長い年月をかけて， 

苦労しながら工事をしたんだね。 

「印旛沼
 

の開たく年表」を見て，気づいたこと
を発表しました。 

 

 

   

いろいろな人たちが，源右衛門の考えた方法
ほう

をもとに工事を進めたけど，なかなかうまくい
かなかったんだね。 

 昭和
 

時 代 に な っ て“機 械”を
使って工事をすすめたんだね。 
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大和田排水機場 大雨 

ポンプを使い，水を東京湾
 

に流します。 

東京湾 

印旛沼  

花見川 新川 

 

利根川 

今の印旛沼
い ん ば ぬ ま

のようす 

利根
と ね

川 

茨城
いばらき

県 

北印旛沼 

西印旛沼 

京葉工業地帯
ち た い

 東京湾
わん

 

神崎
かんざき

川 

佐倉浄水場
さくらじょうすいじょう

 

柏井
かしわい

浄水場 

ＪＲ線 
長門
な が と

川 
酒直揚水機場
さかなおようすいきじょう

 

酒直水門
 

 

印旛 捷
しょう

水路
す い ろ

 

天戸制水
あまどせいす い

門 

長作
ながさく

制水門 

印旛排水機場
 

 

印旛水門
 

 

  昔とくらべて，
今 は こ う 水 も な
く，安心してくら
すことができるん
だね。 

新川
 

 

花見川
 

 

水資源
し げ ん

開発機構
き こ う

・千葉県用水総合管理所
そうごうかんりじょ

の人の話 

 現在の印旛沼は，大雨で利根川の水位
す い い

があがり，印旛沼の水を排水できなくなった

時は，利根川につながる印旛水門を使って 逆 流
ぎゃくりゅう

するのを防
ふせ

ぐようにしています。印

旛沼の水位が下がらないような大雨の時は，大和田排水機場
 

のポンプを動かし，花見

川を通じて東京湾に排水します。これは源右衛門
げ ん え も ん

の考えを生かした方法
ほうほう

です。 

千葉県 

花見川
 

 

（ 旧
きゅう

 平戸川） 

（旧 平戸川） 

    昔は“あばれ沼
 

”と 
  

 よばれた印旛沼も，今 

 は整
 

びされ，いろいろ 
  

 なところで利
り

用され， 

 安心して生活
 

できるよ 

 うにな
 

りました。 

大和田排水機場
はいすいきじょう

 

 現在
げんざい

の印旛沼
はどのように整
びされているの
でしょう。 
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 発行日○年○月○日 
４年○組 ○○○○  

あばれ沼と 
たたかった人々 

・・・・・・・・ 

染谷源右衛門
の考えた方法 
２つの川を１
つにする考え
～平戸川と花
見 川 を 結 ん
で，江 戸（東
京）わ ん に 流
す工事～ 
 
 

 

米 は 三 年 に
一 度 し か と
れない・・ 
・・・・・ 

… 

たいへんだった 
工事 

 

 

 

…… …… 

…… 

 

 ぼくは，新聞を作ったよ。 

  わたしは染谷
そ め や

源右衛門に 
手紙を書いたよ。 

鉄 牛
てつぎゅう

（匝瑳
そ う さ

） 

＜ 椿 海
つばきのうみ

の干拓
かんたく

＞ 

（市川） 

田中内匠
た く み

と狩野浄天
かのうじょうてん

＜用水路開発＞ 

川上善六
ぜんろく

＜梨
なし

作り＞ 

菱川師宣
ひしかわもろのぶ

（鋸南
きょなん

） 

＜浮世絵
う き よ え

版画
は ん が

の開発＞ 

染谷源右衛門（八千代
や ち よ

） 

＜印旛沼
 

開たく＞ 

伊能忠敬
いのうただたか

（香取
か と り

） 
＜日本地図＞ 

安井理民
やすいはるたみ

（山武
さ ん む

） 

＜鉄道の建設
けんせつ

＞ 青木昆陽
こんよう

（千葉） 

＜甘藷
かんしょ

のさいばい＞ 
石川倉次

く ら じ

（市原） 

＜点字の普及
ふきゅう

＞ 
間宮七郎平

しちろうべい

（南 房 総
みなみぼうそう

） 
＜花作り＞ 

染谷源右衛門さんへ 

４年○組 ○○○○ 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 わたしは紙芝居
し ば い

を作ったよ。 

 
 ぼくは報告

ほうこく

文を書いたよ。 

 

  染 谷 源 右 衛 門 さ ん 以外
い が い

に も ， 
千葉県内の文化や地いきの発てんに 
つくした人がたくさんいるんだね。 

印旛沼の開たくの学習をして 

４年○組 ○○○○ 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・




